
第５次御坊市総合計画
　御坊市では、社会・経済状況の変化を的確にとらえながら、これから先もいきいきと暮らせるまちを実現するため、
御坊市に関わるすべての人々と、御坊の将来を共有し、一緒にまちづくりに取り組んでいく指針として「第５次御坊
市総合計画」を策定しました。１月号から、計６回にわたり、総合計画をご紹介しています。

人と自然が調和し、笑顔と活力あふれる御坊
～みんなで創る、安全・安心のもと健康でいきいきと暮らせるまち～

御坊市の目指す将来像

まちづくりの基本方向
Ⅲ福祉・保健・医療の充実　～すこやかに、笑顔でいきいきと暮らせるまち～

～御坊市の次なる10年～
令和３年▶令和12年令和３年▶令和12年

詳しくはこちらを
ご覧ください

Vol.３

市民一人ひとりに期待される活動（一部抜粋）
・人権問題について、正しい理解と認識を深め、行動する。
・地域に関心を持ち、隣近所で支え合い、助け合う。
・子どもの幸せを第一に考え、地域で子どもと子育て家庭を支える。
・認知症や認知症の人に対して、正しい理解を持つ。
・障害のある人への理解を深め、交流できる機会に積極的に参加する。
・健康づくりの必要性を理解し、主体的に健康づくりに取り組む。

人権尊重のまちづくり
基本方針
すべての人権が守られ、一人ひとりが尊重
される社会づくり
施策を推進するための取り組み
①人権を守る取り組みの推進
②男女共同参画の推進

地域福祉の充実
基本方針
すべての市民が地域共生社会の中で安心して
暮らせる地域づくり
施策を推進するための取り組み
①相互理解と担い手の育成
②地域活動への支援
③誰もが安心して暮らせる地域づくり

子育て環境の充実
基本方針
安心して子どもを生み育てられる環境づくり
施策を推進するための取り組み
①安心して妊娠・出産ができる環境づくり
②子どもがすこやかに成長できる環境づくり
③子育てしやすい環境づくり

高齢者福祉の充実
基本方針
住み慣れた地域でいきいきと安心して暮らせる
環境づくり
施策を推進するための取り組み
①高齢者の生きがいづくりと生活支援の充実
②介護サービスの充実
③総活躍のまちづくりの推進

障害者福祉の充実
基本方針
住み慣れた地域で自立した生活ができ、
安心して暮らせる環境づくり
施策を推進するための取り組み
①障害福祉サービスの充実
②障害のある人の就労・社会参加の促進
③安心して生活できる環境づくり

健康づくりと保健医療の充実
基本方針
いつまでも健康でいきいきと
暮らせる環境づくり
施策を推進するための取り組み
①心身の健康づくりの推進
②地域医療の充実

春の火災予防運動 消防本部　☎０７３８-２2-0800

　３月１日（火）から３月７日（月）までの７日間、
全国一斉に「春の火災予防運動」が実施されます。
　この運動は、火災予防思想の一層の普及を図ること
により火災の発生を防止し、死傷事故や財産の損失を
防ぐことを目的に行われるものです。
　この運動にあわせて、全国山火事予防運動・車両火
災予防運動も同時に実施されます。
　３月とはいえ、まだまだ気温が低く、空気の乾燥や
暖房器具の使用による火災要因が少なくありません。
火気を使用するときは、火が完全に消えるまで目を離
さないなど十分注意しましょう。
　この運動を契機に、各家庭の火を使用する設備（プ
ロパンガス、石油ストーブ等）や電気器具等の点検整
備を実施してください。
　また家の周りにゴミや古新聞など、燃えやすい物を
放置していないか確認してください。
　予防運動の期間中、消防本部では様々な行事を予定
しています。火災を未然に防止するには、平素から皆
様お一人おひとりの火災予防に対する意識が重要とな
ります。
　右表に掲げるポイントにご注意、ご協力をお願いし
ます。

●住宅用火災警報器を設置していますか？
　点検していますか？
　消防法並びに御坊市火災予防条例に
より、一般住宅などに住宅用火災警報
器の設置が義務付けられています。
　住宅用火災警報器は、すべての寝室
と寝室が２階などの場合、階段室の天井付近に設置す
る必要があります。住宅用火災警報器は、古くなると
電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感知しなく
なることがあります。10年を目安に交換をおすすめし
ます。またホコリの蓄積や電池切れを起こしている場
合があるので、定期的に作動確認しメンテナンスを行
いましょう。
　住宅用火災警報器等に関するお問い合わせは、次の
とおりです。
住宅用火災警報器相談室　☎0120-565-911
消防本部 予防課　　　　　☎0738-22-4899　
　月曜～金曜　９：00～17：00（休祝日を除く）

  

●住宅防火　いのちを守る　10のポイント

2021年度全国統一防火標語

『おうち時間　家族で点検　火の始末』

幼少年消防クラブの活動
　幼少年消防クラブは、保育園・幼稚園の幼児及び
小・中学生を対象にした防火団体で幼少年期におけ
る火災予防思想の高揚を図るため、消防職員の指導
による防火講話、花火教室、避難訓練などを通し
て、防火・防災について学んでいます。
　また御坊市の支援で整備された和太鼓や、鼓笛
セット、防火啓発用資機材を活用して毎年各地域で
防火パレードや夜回りなど、火災予防にかかる啓発
活動を行っています。
　現在、御坊市では幼年消防クラブ８団体、少年消
防クラブ１団体が結成されています。

６つの
対策

４つの
習慣

寝たばこは絶対にしない、させない。
ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
こんろを使うときは火のそばを離れない。
コンセントはほこりを清掃し、不必要な
プラグは抜く。
火災の発生を防ぐために、ストーブやこん
ろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
火災の早期発見のために、住宅用火災警
報器を定期的に点検し、10年を目安に
交換する。
火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整
頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎
品を使用する。
火災を小さいうちに消すために、消火器
等を設置し、使い方を確認しておく。
お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路
と避難方法を常に確保し、備えておく。
防火防災訓練への参加、戸別訪問などに
より、地域ぐるみの防火対策を行う。

 ○火事・救急・救助は、119番！
 ○災害情報ダイヤル　☎22-0119（音声案内） （和太鼓演奏による防火啓発 わかば保育園幼年消防クラブ）

広報ごぼう 令和４年３月号広報ごぼう 令和４年３月号5


